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１．新しい原子力発電の時代が始まった。
①通信が飛躍的に新しくなったように原子力発電も新しくなった。
②温暖化防止を叫びながら原発反対をとなえることはできない。
③世界は原子力発電のラッシュが始まる。

２．代替エネルギー開発の現状について
①石炭の液化研究は過去のものになり、ガス化の研究が主力になった。
②エタノールは過渡的なもので、次の自動車燃料の本格的な研究は始まっていない。
③風力発電には欠点が多過ぎる。

３．石油の値段は上がり続ける。
①供給が増えない。
②石油価格を決定するメカニズムが変わった。
③石油の時代は終わるのか。

４．原発反対運動の原点を考える。
①デンマークの反対運動はなぜ起きたか。
②スエーデンの原発反対派どうなるか。
③アメリカ人の考え方について


